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議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
９
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
９
人
で
し
た
。

次
の
定
例
会
は
12
月
８
日
開
会
の
予
定
で
す
。

　
大
勢
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け

て
い
ま
す
。
読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
ら
ん
ま
ん
」
効
果
で
、
横
倉
山

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
参
加
者
や
自

然
の
森
博
物
館
来
館
者
が
増
え
、
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
観
光
資
源
の
開
発
、磨
き
上

げ
で
来
町
者
が
さ
ら
に
増
え
る
よ
う

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
も
久
し
ぶ
り
の
住
民
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
頂
い

た
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
町
政

に
届
け
、
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
反
省
と
し
て
議
会
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

の
議
員
活
動
が
重
要
と
改
め
て
痛
感

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
議
会
だ
よ
り
を
よ

り
多
く
の
方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

《
小
田（
壮
）》

136号から活発な女性を紹介しています。
今回は、新しく越知町に赴任された外国語指導助手（ＡＬＴ）の
Lafferty Alyse Marie （ラファティ アリース  マリー）さんにお伺いしました。
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地域振興券事業　など
使い道を徹底検証（決算審議）
少子化対策・道路行政など５人が問う（一般質問）
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  運動会　
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面参照）
たのしい
  運動会　
  10/7（3

面参照）
コスモス一輪…本物‼？
made by Alyse

コスモス一輪…本物‼？
made by Alyse

目の前でチョイチョイと
作ってもらいました。
目の前でチョイチョイと
作ってもらいました。

146146

　日本の文化を学ぶこと。
　ペーパークラフトで花を作ること。
　コスモスまつりがあるので、コスモ

スの花を作り始めました。

趣　味

　英語を教えたいと思っていま
した。
　言語、英語、文法が好きで大学院では
英語を教える資格を取得しました。

ALTになったのは

　とても美しい町です。
　ニューヨークとは大きく違う素敵な
景色を見たりして楽しんでいます。

越知の生活

　日本に来る前から文化の違い
やライフスタイルの切り替えの必要な
ど、ずっと考えていたので覚悟はでき

ていました。

遠い日本で働く
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５年度補正予算
ピックアップ

佐川町・越知町周遊促進
事業など

議会ですこんにちは

連載：Active Woman⑪

議案質疑

５人が一般質問
少子化対策・道路行政など
広域議会

決算審査会
使い道を徹底検証

こんなことが決まったぜよ
６年４月から幼稚園と
保育園を統合

肥料等価格の高騰による農業経営へ
の影響緩和のため５年6月から６年１
月分の肥料購入経費の一部を支援（3
年度からの価格上昇分の1/2を上限
30万円の範囲内）

農
業
用
肥
料
等
高
騰
対
策

農
業
振
興

650
　　　万円

台
風
２
号
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
林
道
小
日
浦
線
災
害
復
旧

工
事

林道小日浦線
災害復旧 3000

　　　万円

 

９
月
定
例
会
は
、
８
日
か
ら
13
日
ま
で
開
き
、
４
年
度
各
会
計
決
算
９
件
を
全
会
一
致
で
認
定
、
５
年
度
補
正
予
算

な
ど
10
件
を
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問【
15
面
か
ら
】は
５
人
が
少
子
化
対
策・道
路
行
政
な
ど
の
町
政
課
題
に
つ
い
て
執
行
部
を
た
だ
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
補
正
３
億
6316
万
円

55億3641万円
7億1075万円
11億3523万円
1億2668万円
3370万円

1億4754万円
4億4114万円

3億6316万円
97万円

7490万円
283万円
388万円
202万円
229万円

国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
横倉山自然の森博物館

会計名
一 般 会 計

下 水 道 事 業
簡 易 水 道 事 業

補正額 総額 賛否

賛成全員

特
別
会
計

５年度補正予算５年度補正予算

地域振興券
物価高騰・子育て支援 1657

　　　万円

物価高騰の影響を受けている子育て世帯の負担軽減及び地域経済の活性化
のため、地域振興券を18歳以下の子ども及び妊婦を対象に、一人３万円分
交付する。

11
月
１
日
か
ら
使
え
ま
す

厳
し
い
状
況
が
つ
づ
く

早期復旧を望む

まち・ひと・しごと創生総合戦略
検証・評価

今号の表紙

10月７日に幼稚園と保育園の合同運動会が開催され
ました。



町民１人当たり102万円の支出町民１人当たり102万円の支出

町債（借金）残額58億1904万円

　　　　　 （対前年3億5717万円の減）

基金（預金）残金23億8180万円

　　　　　 （対前年2億310万円の増）

　
４
年
度
の
各
会
計
決
算
と

基
金
の
運
用
状
況
は
、
９
月

定
例
会
で
審
議
し
、
全
て
の

会
計
に
つ
い
て
全
会
一
致
で

認
定
し
ま
し
た
。

　【
審
議
内
容
は
６
〜
８
面
】

一 般 会 計 53億2561万円
1億6660万円
7億2585万円
10億9346万円
1億2134万円

0万円
21万円

8316万円
9301万円
6074万円

51億7687万円
1億5995万円
7億2515万円
10億1418万円
1億1851万円

0万円
21万円

8316万円
8539万円
5810万円

収益的収支
資本的収支

簡易水道
事業会計

4年度会計別決算額

下 水 道
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
土 地 取 得
蚕 糸 資 料 館
横倉山自然の森博物館

会計名 歳 入 歳 出

特
別
会
計

一
般
会
計

　前
年
度
に
比
べ
て
、歳
入
で

３
億
９
５
６
１
万
円（
対
前
年

６
・
９
％
）の
減
額
、歳
出
で
４

億
７
０
１
万
円（
対
前
年
７
・

３
％
）の
減
額
と
な
っ
た
。

　歳
入
で
は
、町
税
１
４
３

万
円（
対
前
年
０
・
３
％
）地
方

交
付
税
３
４
８
１
万
円（
１
・

４
％
）の
微
減
。増
減
額
の
大

き
い
も
の
は
、繰
入
金
２
９

６
６
万
円（
23
・
９
％
）、寄
付

金
３
７
２
９
万
円（
31
・
６
％
）

の
増
、国
庫
支
出
金
３
億
３

０
０
５
万
円（
31
・
１
％
）の
減

で
あ
る
。

　歳
出
で
は
、義
務
的
経
費
の

う
ち
扶
助
費
に
お
い
て
、電
気

 
４
年
度
決
算

 

４
年
度
決
算

４
年
度
一
般
会
計
歳
出
決
算
51
億
7687
万
円

道路工事の説明を受ける監査委員

　翌
年
度
へ
の
繰
り
越
し
財

源
を
控
除
し
た
実
質
収
支
は

１
億
３
６
０
１
万
円
の
黒
字

と
な
り
、前
年
度
に
引
き
続
き

基
金
の
取
り
崩
し
を
行
っ
て

い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　歳
入
に
つ
い
て
総
合
的
に

見
れ
ば
、国
・
県
支
出
金
・
地
方

交
付
税
・
臨
財
債
の
歳
入
に
占

め
る
割
合
は
68
・
６
％
と
な
り
、

基
準
を
下
回
り『
健
全
』

　
４
年
度
決
算
の
財
政
健
全

化
判
断
と
公
営
企
業
の
経
営

健
全
化
判
断
は
、い
ず
れ
も

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お

り
、赤
字
や
資
金
不
足
は
生

じ
て
い
な
い
。

　
今
後
も
財
政
状
況
は
厳
し

く
、数
値
が
悪
化
し
な
い
よ

う
慎
重
な
財
政
運
営
が
求
め

ら
れ
る
。

町
財
政
の
健
康
診
断

（令和5年3月末現在人口5053人）

 

財政の健全化判断

経営健全化判断

指　標
実質赤字比率
連結実質赤字比率
実質公債費比率
将来負担比率

健全化判断比率
赤字なし
赤字なし
9.2％
9.2％

早期健全化基準
15.0％
20.0％
25.0％
350.0％

簡易水道
下 水 道

会計名 資金不足
比　　率

健全化
基　準

不足なし
不足なし

20.0％
20.0％

財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩
し
は
な
し

監
査
委
員
意
見
・
要
旨〔
須
内
康
仁
・
山
橋
正
男
〕

・
ガ
ス
・
食
料
品
等
価
格
高
騰

緊
急
支
援
給
付
金
事
業
４
８

８
５
万
円
な
ど
が
実
施
さ
れ

た
が
、住
民
税
非
課
税
世
帯
に

対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
２

７
９
０
万
円
と
子
育
て
世
帯

臨
時
特
別
支
援
事
業
５
３
８

０
万
円
な
ど
の
減
に
よ
り
、３

８
３
１
万
円（
12
・
０
％
）の
減

額
と
な
っ
た
。

　投
資
的
経
費
の
う
ち
普
通

建
設
事
業
費
は
、
町
内
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
事
業
５
億
３
５
１

８
万
円
、
そ
の
他
単
独
学
校

管
理
費
２
７
６
９
万
円
の
皆

減
な
ど
に
よ
り
５
億
４
３
８

６
万
円
（
44
・
１
％
）
の
減

額
と
な
っ
た
。

前
年
度
の
72
・
３
％
を
下
回
っ

て
い
る
が
、依
然
と
し
て
依
存

財
源
に
大
き
く
頼
っ
た
財
政

運
営
を
示
す
こ
と
と
な
っ
て

お
り
、今
後
も
財
政
の
弾
力
的

維
持
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
な

の
で
、財
政
の
中
・
長
期
的
な

見
通
し
を
し
っ
か
り
と
立
て
、

慎
重
な
財
政
運
営
を
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

一般会計歳出51億7687万円
人件費
10億4178万円
（20.1%）

扶助費
2億8151万円
（5.4%）

公債費（返済金）
7億6773万円
（14.8%）

積立金その他 
3億3675万円（6.5%）

物件費
8億3182万円
（16.1%）

物件費
8億3182万円
（16.1%）

補助費等
5億5501万円
（10.7%）

災害復旧事業費
1億1205万円（2.2%）

義務的
経費
（40.4%）

投資的
経費
（15.0%）

繰出金
5億8388万円
（11.3%）

繰出金
5億8388万円
（11.3%）

その他
（44.6%）

普通建設事業費
6億6634万円
（12.9%）

普通建設事業費
6億6634万円
（12.9%）

※各項目の金額は四捨五入しており、
　合計と一致しない場合があります｡
※（　）内の数字は構成比
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用
語(

指
標)

の
説
明

●
実
質
赤
字
比
率

　
普
通
会
計
の※

標
準
財
政
規

模
に
対
す
る
赤
字
の
割
合
。

●
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
町
の
全
会
計
の※

標
準
財
政

規
模
に
対
す
る
赤
字
の
割
合
。

●
実
質
公
債
費
比
率

　
町
の※

標
準
財
政
規
模
に
占

め
る
借
金
返
済
の
割
合
。

●
将
来
負
担
比
率

　
町
の※

標
準
財
政
規
模
に
対

す
る
将
来
支
払
う
負
債
の
割
合
。

　
３
５
０
％
以
上
で
早
期
健
全

化
団
体
と
な
り
、財
政
健
全
化
計

画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
る
。

※

標
準
財
政
規
模

　
補
助
金
や
借
入
金
を
除
き
、標

準
的
に
収
入
が
見
込
ま
れ
る
財

源
の
規
模
。

町税4億6497万円（8.7%）

分担金や使用料
8835万円（1.6%）

繰越金、寄付金等
4億9794万円
（9.4%）

地方債（借金）
3億9353万円
（7.4%）

自主財源
（19.7%）

依存財源
（80.3%）

地方交付税25億8686万円
（48.6%）

交付金等
2億2528万円
（4.2%）

国・県支出金
10億6870万円
（20.0%）

国・県支出金
10億6870万円
（20.0%）

一般会計歳入53億2561万円



４
年
度
決
算
審
査
会

４
年
度
決
算
審
査
会
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打
開
策
は

小
田（
範
）議
員
　
住
宅
使
用

料
滞
納
繰
越
分
、調
定
額
が
２

０
９
万
４
８
０
０
円
の
う
ち
、

４
年
度
の
収
入
が
１
万
７
４

０
０
円
と
成
果
が
上
が
っ
て

い
な
い
が
、打
開
す
る
た
め
の

考
え
は
。

粘
り
強
く
徴
収

井
上
総
務
課
長

　生
活
状
況

の
聞
き
取
り
な
ど
を
行
い
、

分
納
計
画
を
立
て
、
不
能
欠

損
に
な
ら
な
い
よ
う
、
粘
り

強
く
徴
収
を
進
め
る
。

売
り
上
げ
の
上
位
は

小
田（
壮
）議
員
　
よ
コ
ジ
ロ

ー
グ
ッ
ズ
代
、77
万
７
９
８
２

円
の
売
り
上
げ
上
位
の
グ
ッ

ズ
と
金
額
は
。

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

國
貞
企
画
課
長

　ガ
チ
ャ
ガ

チ
ャ
、
ス
ト
ラ
ッ
プ
、
ぬ
い

ぐ
る
み
が
上
位
で
、
44
万
５

７
３
０
円
を
占
め
て
い
る
。

内
容
は

箭
野
議
員
　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
起
業
支
援
の
内
容
は
。

カ
フ
ェ
と
食
品
関
係

國
貞
企
画
課
長

　２
人
が
起

業
予
定
、
１
人
は
片
岡
集
落

で
カ
フ
ェ
、
も
う
１
人
は
食

品
関
係
で
あ
る
。

増
額
内
容
は

箭
野
議
員
　
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
の
旅
費
１
１
１
万
３

４
５
４
円
は
、
３
年
度
よ
り

増
額
し
て
い
る
が
内
容
は
。

滝
上
町
と
の
交
流

國
貞
企
画
課
長

　ふ
る
さ
と

納
税
・
移
住
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
し
て
い
る
が
、
４
年
度

は
滝
上
町
の
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
の
交
流
に
７
人
出
席

し
た
の
で
、
そ
の
分
が
増
額

に
な
っ
て
い
る
。

出
店
負
担
金

武
智
議
員
　
ふ
る
さ
と
納
税

出
店
負
担
金
、
１
１
０
万
５

５
０
０
円
の
内
容
は
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
Ｐ
Ｒ

國
貞
企
画
課
長

　神
奈
川
県

で
開
催
さ
れ
た
、ふ
る
さ
と
納

税
マ
ル
シ
ェ（
10
月
）、ふ
る
さ

と
納
税
大
感
謝
祭（
11
月
）の

負
担
金
で
あ
る
。芋
ケ
ン
ピ
な

ど
を
配
布
し
、ふ
る
さ
と
納
税

の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
き
た
。

利
用
状
況
は

森
下
議
員
　
お
ち
ぞ
ね
加
工

室
改
修
工
事
を
し
て
か
ら
の

利
用
状
況
は
ど
う
か
。

利
用
者
は
１
人

國
貞
企
画
課
長

　２
月
に
完

成
し
、
３
月
の
利
用
者
は
１

人
だ
。

内
訳
と
課
題
は

武
智
議
員
　
あ
っ
た
か
ふ
れ

あ
い
セ
ン
タ
ー
事
業
委
託
料
、

１
８
３
９
万
７
０
９
８
円
の

主
な
内
訳
と
、
セ
ン
タ
ー
と

サ
テ
ラ
イ
ト
の
数
と
利
用
者

数
は
。
ま
た
、
課
題
は
。

西
森
保
健
福
祉
課
長

　サ
テ

ラ
イ
ト
は
７
カ
所
だ
が
２
カ

所
が
コ
ロ
ナ
な
ど
で
休
止
し

て
お
り
、５
カ
所
と
な
っ
た
。

　参
加
者
は
、
延
べ
２
４
４

人
で
あ
る
。

　あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
の
利
用
者
数
は
、
延
べ

４
３
２
０
人
で
あ
る
。

　内
訳
は
、
人
件
費
が
約
８

割
、
運
営
経
費
が
約
２
割
だ
。

　課
題
は
、
高
齢
者
ば
か
り

が
利
用
す
る
イ
メ
ー
ジ
を
取

り
除
い
て
い
き
た
い
。
親
子

や
子
ど
も
た
ち
に
も
利
用
を

促
し
て
い
き
た
い
。

　
４
年
度
の
決
算
認
定
に
係
る
決
算
審
査
会
は
、９
月
11

日
に
開
催
し
、執
行
部
に
対
し
お
金
の
使
い
道
の
徹
底
検

証
を
行
い
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
】

【以下は質疑の内容です】

総
務
課

企
画
課

保
健
福
祉
課

４年度決算審査会
使い道を徹底検証　 【賛成全員で認定】

おいしいパウンドケーキ

グッズはたくさんあるよー

大好評でした

みんなで元気に
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同
額
か

山
橋
議
員
　
佐
川
町
・
越
知

町
周
遊
促
進
業
務
の
１
０
７

万
８
千
円
は
両
町
同
額
か
。

佐
川
町
と
２
分
の
１

國
貞
企
画
課
長

　佐
川
町
と

合
同
で
２
分
の
１
ず
つ
支
出

と
い
う
こ
と
で
同
額
に
な
っ

て
い
る
。

内
容
は
　

武
智
議
員
　
委
託
料
の
１
０

７
万
８
千
円
、
委
託
先
と
内

容
は
。

缶
バ
ッ
チ
な
ど
制
作

國
貞
企
画
課
長

　Ｒ
Ｋ
Ｃ
プ

ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
へ
委
託
す
る

よ
う
に
佐
川
町
と
計
画
し
て

い
る
。
缶
バ
ッ
チ
の
デ
ザ
イ

ン
制
作
な
ど
で
あ
る
。

件
数
と
内
容
は

武
智
議
員
　
移
住
支
援
補
助

金
３
６
０
万
円
の
件
数
と
内

容
は
。

二
世
帯
分

國
貞
企
画
課
長

　単
身
世
帯

60
万
円
、
二
人
以
上
の
世
帯

１
０
０
万
円
で
、
世
帯
に
18

歳
未
満
が
い
れ
ば
、
一
人
１

０
０
万
円
の
加
算
が
あ
る
。

増
額
理
由
は

箭
野
議
員
　
こ
う
ち
仁
淀
ブ

ル
ー
熱
中
塾
補
助
金
50
万
円

の
増
額
理
由
は
。

食
の
熱
中
塾

國
貞
企
画
課
長

　こ
う
ち
仁

淀
ブ
ル
ー
熱
中
塾
が
、
食
の

熱
中
塾
を
予
定
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
50
万
円
の
補

助
を
す
る
。

遊
具
撤
去

武
智
議
員
　
遊
具
撤
去
費
38

万
円
は
、
ど
こ
の
遊
具
を
撤

去
す
る
の
か
、
ま
た
再
設
置

の
考
え
は
。

横
畠
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー

國
貞
企
画
課
長

　横
畠
集
落

活
動
セ
ン
タ
ー
の
遊
具
の
撤

去
費
用
で
あ
る
。
再
設
置
は
、

こ
れ
か
ら
考
え
る
。

誰
に
対
し
て
か
　

山
橋
議
員
　
空
き
家
荷
物
整

理
、
処
分
等
補
助
金
10
万
円

は
、
空
き
家
の
所
有
者
に
補

助
す
る
の
か
。

空
き
家
所
有
者

國
貞
企
画
課
長

　所
有
者
が

貸
し
や
す
く
な
る
よ
う
に
、

空
き
家
の
荷
物
処
分
費
と
し

て
10
万
円
を
限
度
に
補
助
す

る
計
画
で
あ
る
。

一
般
会
計
補
正

企
画
課

議
案
質
疑

４
年
度
決
算
審
査
会

対
象
者
数
は

市
原
議
員
　
ひ
と
り
親
家
庭

医
療
費
の
対
象
者
数
は
。

子
ど
も
36　
人

小
松
住
民
課
長

　保
護
者
が

23
人
で
子
ど
も
が
36
人
だ
。

目
的
は

箭
野
議
員
　
公
用
車
一
台
１

７
０
万
円
、
購
入
の
目
的
は
。

武
智
産
業
課
長

　国
土
調
査

用
の
公
用
車
だ
。

運
営
審
議
委
員

箭
野
議
員
　
地
区
公
民
館
運

営
審
議
委
員
の
人
数
と
活
動

内
容
は
。

運
営
の
検
討

大
原
教
育
次
長

　野
老
山
、

桐
見
川
、
横
畠
西
部
、
中
大

平
が
そ
れ
ぞ
れ
２
人
ず
つ
と

な
っ
て
い
る
。

　内
容
は
、
公
民
館
の
運
営

に
つ
い
て
、
館
長
、
主
事
と

と
も
に
検
討
を
し
て
い
る
。

武
智
議
員
　
子
ど
も
未
来
を

拓
く
教
育
研
究
事
業
と
は
。

受
験
料

大
原
教
育
次
長

　英
語
検
定
、

漢
字
検
定
の
受
験
料
と
、
連

携
教
育
推
進
委
員
会
に
補
助

を
出
し
て
い
る
。

金
額
の
差

箭
野
議
員
　
自
転
車
通
学
生

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
、
中

学
校
は
２
６
０
０
円
、
小
学

校
１
８
０
０
円
で
あ
る
が
こ

の
金
額
の
差
は
。

大
原
教
育
次
長

　購
入
し
た

ヘ
ル
メ
ッ
ト
価
格
の
差
で
あ

る
。
小
学
校
、
中
学
校
と
も

に
１
人
分
で
購
入
費
の
２
分

の
１
の
補
助
と
な
っ
て
お
り
、

上
限
は
２
６
０
０
円
で
あ
る
。

【
国
保
】

不
用
額

小
田（
壮
）議
員
　
一
般
被
保

険
者
療
養
給
付
費
の
不
用
額

４
９
３
６
万
８
０
１
９
円
と

な
っ
て
い
る
が
、内
容
は
。

予
算
確
保

小
松
住
民
課
長

　医
療
費
が

年
度
末
に
な
る
ま
で
、
見
込

め
な
い
の
で
、
予
算
を
確
保

し
て
い
る
。

【
介
護
】

何
人
分
か

箭
野
議
員
　
高
齢
者
配
食
サ

ー
ビ
ス
見
守
り
事
業
委
託
料

29
万
８
１
０
０
円
は
何
人
分

か
、
ま
た
十
分
に
行
き
渡
っ

て
い
る
の
か
。

延
べ
５
４
２
人

北
川
保
健
福
祉
課
補
佐

　実

人
数
で
16
人
、
延
べ
で
５
４

２
人
の
配
食
を
行
っ
て
い
る
。

　要
支
援
の
認
定
者
の
中
で

条
件
を
ク
リ
ア
し
、
申
し
込

み
が
あ
れ
ば
、
配
食
を
行
っ

て
い
る
。

【
特
別
会
計
】

住
民
課

産
業
課

教
育
委
員
会

保
健
福
祉
課

住
民
課
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特
別
会
計
補
正

議
案
質
疑

質
疑

越
知
町
立
幼
保
連
携
型

認
定
こ
ど
も
園

　６
年
４
月
か
ら
越
知
幼
稚

園
と
越
知
保
育
園
を
統
合
し
、

越
知
町
立
幼
保
連
携
型
認
定

こ
ど
も
園
を
設
置
し
、
就
学

前
の
子
ど
も
に
対
し
、
教
育

及
び
保
育
を
一
体
的
に
提
供

す
る
と
と
も
に
、
地
域
の
子

育
て
家
庭
に
対
す
る
支
援
を

行
う
た
め
に
必
要
な
事
項
を

定
め
る
。

《
賛
成
・
全
員
》

入
園
資
格
の
説
明
を

武
智
議
員 

　「
そ
の
他
、特
に

町
長
が
必
要
と
認
め
る
者
」

と
は
。

大
原
教
育
次
長

　家
庭
内
に

虐
待
な
ど
が
あ
っ
て
早
急
に

入
園
を
認
め
る
者
で
あ
る
。

武
智
議
員 

　
越
知
町
立
幼
保

連
携
型
認
定
こ
ど
も
園
条
例

第
５
条
の
入
園
資
格
に
、
支

援
法
第
20
条
に
規
定
す
る
支

給
認
定
を
受
け
た
児
童
と
あ

る
が
説
明
を
。

大
原
教
育
次
長

　次
の
１
号

か
ら
３
号
に
掲
げ
る
小
学
校

就
学
前
の
子
ど
も
と
な
る
。

【
１
号
】

　満
３
歳
以
上
の
小
学
校
就

学
前
子
ど
も
（
２
号
に
掲
げ

る
小
学
校
就
学
前
子
ど
も
に

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

【
２
号
】

　満
３
歳
以
上
の
小
学
校
就

学
前
の
子
ど
も
で
あ
っ
て
、

保
護
者
の
労
働
ま
た
は
疾
病

そ
の
他
の
内
閣
府
令
で
定
め

る
事
由
に
よ
り
、
家
庭
に
お

い
て
必
要
な
保
育
を
受
け
る

こ
と
が
困
難
で
あ
る
も
の
。

【
３
号
】

　満
３
歳
未
満
の
小
学
校
就

学
前
子
ど
も
で
あ
っ
て
、
２

号
の
内
閣
府
令
で
定
め
る
事

由
に
よ
り
家
庭
に
お
い
て
必

要
な
保
育
を
受
け
る
こ
と
が

困
難
で
あ
る
も
の
。

武
智
議
員 

　
広
域
入
所
は
こ

の
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る

の
か
。

大
原
教
育
次
長

　規
則
と
そ

の
他
で
定
め
る
の
で
条
例
に

は
定
め
て
い
な
い
。

規
則
は
ま
だ
か

箭
野
議
員 

　
保
育
料
も
時
間

も
規
則
で
定
め
る
と
聞
い
た

が
、い
つ
告
知
さ
れ
る
の
か
。

12　
月
ま
で
に

大
原
教
育
次
長

　12
月
か
ら

認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
の
申

し
込
み
が
始
ま
る
の
で
、
そ

れ
ま
で
に
周
知
が
で
き
る
よ

う
進
め
て
い
き
た
い
。

事
務
組
合

専
決
処
分

税
務
課

企
画
課

６年４月から幼稚園と
保育園を統合

条
例
制
定

雨の後は大きな水たまりに

来年から“おちの子運動会”

職
員
駐
車
場

森
下
議
員
　
職
員
駐
車
場
整

地
工
事
は
、
舗
装
ま
で
や
る

の
か
。

舗
装
は
し
な
い

井
上
総
務
課
長

　砕
石
を
入

れ
て
整
地
を
す
る
も
の
で
舗

装
は
し
な
い
。

上
岡
議
員
　
生
活
支
援
特
別

給
付
金
90
万
円
は
何
人
分
か
。

小
松
住
民
課
長

　18
人
分
を

計
上
し
て
い
る
。

小
田
（
壮
）
議
員
　
山
室
残

土
場
詳
細
設
計
３
３
１
万
７

千
円
の
目
的
と
内
容
は
。

岡
田
建
設
課
長

　作
業
班
用

の
残
土
場
を
整
備
す
る
も
の

で
あ
る
。

エ
ア
コ
ン
工
事

小
田
（
壮
）
議
員
　
町
民
会

館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
工
事
６

９
３
万
の
設
置
箇
所
は
。

大
原
教
育
次
長

　一
階
の
電

算
室
、
応
接
室
、
会
議
室
、

印
刷
室
、
二
階
の
教
育
相
談

室
、
調
理
実
習
室
、
乳
児
室
、

研
修
室
に
設
置
す
る
。

博
物
館

ど
こ
に
設
置
か

小
田
（
壮
）
議
員
　
備
品
購

入
テ
ー
ブ
ル
３
個
、
椅
子
９

個
、
ど
こ
に
設
置
す
る
の
か
。

博
物
館
展
望
ロ
ビ
ー

大
原
教
育
次
長

　テ
ー
ブ
ル

と
椅
子
は
、
博
物
館
の
三
階

展
望
ロ
ビ
ー
に
設
置
す
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。

小
田
（
壮
）
議
員
　
博
物
館

管
理
費
で
、
会
計
年
度
任
用

職
員
で
83
万
８
千
円
。
こ
れ

は
、
何
人
分
で
、
何
人
体
制

に
な
る
の
か
。

大
原
教
育
次
長

　会
計
年
度

任
用
職
員
１
人
分
で
、
５
人

体
制
に
な
る
。

　

５
年
度
一
般
会
計
補
正

　参
議
院
議
員
補
欠
選
挙
の

関
連
予
算
１
８
１
万
７
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
51
億
７

３
２
５
万
６
千
円
と
す
る
。

《
承
認
・
全
員
》

損
害
賠
償
額
の
決
定

　公
用
車
物
損
事
故
に
よ
る

損
害
賠
償
額
17
万
３
千
円
を

決
定
し
た
。《

承
認
・
全
員
》

県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー

　県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事

務
組
合
を
解
散
す
る
。

《
賛
成
・
全
員
》

　県
広
域
食
肉
セ
ン
タ
ー
事

務
組
合
が
解
散
し
た
場
合
、

高
知
市
が
事
務
承
継
を
行
う
。

《
賛
成
・
全
員
》

総
務
課

住
民
課

建
設
課

教
育
委
員
会

教
育
委
員
会

内閣府令で定める事由

①就労（ フルタイムのほか、パートタイム、夜間、居宅内の労
働など、基本的にすべての就労を含む ）
②妊娠、出産
③保護者の疾病
④同居または長期入院している親族の介護・看護
⑤災害復旧
⑥求職活動（ 起業準備を含む ）
⑦就学（ 職業訓練校等における職業訓練を含む ）
⑧虐待やＤＶのおそれがあること
⑨育児休業取得時に、すでに保育を利用している子どもがい
て継続利用が必要であること
⑩その他、上記に類する状態として市町村が認める場合
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総合戦略を検証・評価

まち・ひと・しごと創生総合戦略の基本目標の達成状況

【基本目標１】
地域資源を活かし雇用を創出

【基本目標２】
新しいおち家の家族をつくる

【基本目標３】
若い世代・子育て世代の希望
をかなえ、住みたい・住み続け
たいまちづくり

【基本目標４】
越知の未来を担う人づくり

【基本目標５】
安心していつまでも暮らし
続けられる地域づくり

移住施策による
移住者数

15歳～39歳の人口
（住民基本台帳）

R元年見込み
950人 850人

1.57
（第１期５年間平均）

1.65
（５年間平均）

集落活動センター
開設

R元年度
１カ所

２カ所
（第１期からの累計）

農業新規就業者数
林業新規就業者数
新規起業者数

観光入込客数

12人
５人
５人

13万人／年

合計特殊出生率

数値目標 出発点 目標値（６年度） ２年度 ３年度 ４年度 達成状況（累計）基本目標

R元年見込み
10万人

170人

885人

1.25

１カ所

４人
０人
３人

３万人

20人

858人

1.75

１カ所

５人
０人
６人

3.4万人

45人

814人

集計中

１カ所

０人
１人
０人

10万人

26人

―

―

１カ所

９人
１人
９人

―

91人

　７月25日に、町幹部職員を交え全員協議会を開き、本町の
まち・ひと・しごと創生総合戦略「おち家の挑戦」の４年度
の進捗状況等について、検証・評価を行った。

創生総合戦略の検証・評価が行われた全員協議会創生総合戦略の検証・評価が行われた全員協議会
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９
月
定
例
会
は
５
人
が
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。

　
発
言
内
容
は
紙
面
の
都
合
で
要
約
し

て
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
議
場
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
、白
熱
し
た
議
論
を
傍

聴
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、全
文
を
記
載
し
た
会
議
録
は
、

議
会
事
務
局
と
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.tow

n.ochi.lg.jp
）

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ズバリ !!ズバリ !!ズバリ !!
一般質問5人登壇上岡千世子・・・16ページ

①　罹災証明
　・申請の仕方と期限は
②　教育問題
　・長時間労働の軽減
③　マイナンバーカード
　・政府方針への考えは

箭野久美・・・　17ページ

①　幼稚園舎
　・今後の活用計画は
②　防犯対策
　・防犯カメラの設置状況は
　・今後の計画は

市原静子・・・　18ページ

①　総合健診
　・骨密度測定導入の考えは
②　トイレ整備
　・早急に整備を
③　乳幼児健診
　・新たな項目の追加を

武智　龍・・・　19ページ

①　どうなる少子化
　・条例制定が必要では
②　お試し住宅拡充
　・利用件数は
　・移住実績は
　・拡充する考えは

小田壮一・・・　20ページ

①　町道維持管理
　・町道維持管理体制は
②　横倉山希少植物
　・対策が必要では
③　商店街
　・看板、駐車場を

町
政
を
問
う

ミ
シ
マ
サ
イ
コ

1
年
生
品
種
増
産

森
下
議
員
　
1
年
生
品
種
が

増
産
と
な
っ
た
理
由
は
。

面
積
拡
大
・
維
持

武
智
産
業
課
長

　こ
れ
ま
で

は
2
年
生
を
拡
大
す
る
方
針

だ
っ
た
が
、
作
付
け
す
る
組

合
員
が
減
少
し
た
こ
と
か
ら
、

事
業
者
間
の
話
し
合
い
で
面

積
拡
大
や
維
持
の
た
め
、
1

年
生
の
作
付
け
も
増
や
す
こ

と
と
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊

起
業
支
援

市
原
議
員
　
5
年
度
以
降
の

取
り
組
み
で
、「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
が
起
業
を
見
据
え
た

計
画
的
な
活
動
が
で
き
る
よ

う
支
援
を
継
続
す
る
。」
と
あ

る
が
ど
の
よ
う
な
支
援
か
。

面
談
の
実
施

國
貞
企
画
課
長

　地
域
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
、

月
に
1
回
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
集
め
て
、
面
談
を
し
て

い
る
。

ふ
る
さ
と
寄
付
金

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を

考
え
て
は

小
田
（
壮
）
議
員
　
今
後
の
寄

附
額
増
額
に
は
新
規
事
業
者

の
開
拓
や
加
工
品
の
生
産
、事

業
者
間
の
コ
ラ
ボ
な
ど
を
進

め
る
必
要
が
あ
る
。

　
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
を
考

え
る
時
期
に
き
て
い
る
の
で

は
な
い
か
。

考
え
て
い
な
い

國
貞
企
画
課
長

　今
の
と
こ

ろ
任
せ
ら
れ
る
事
業
体
が
無

い
状
態
な
の
で
、
現
状
で
は
、

考
え
て
い
な
い
。

漬
　物

補
助
金
等
の
周
知
を

箭
野
議
員
　
高
齢
化
や
H
A

C
C
P
の
関
係
で
漬
物
作
り

を
維
持
す
る
こ
と
が
厳
し
い

状
況
に
な
っ
て
い
る
。

　
施
設
を
つ
く
る
補
助
金
が

あ
る
と
思
う
が
、
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
考
え
は
。

広
報
な
ど
で
周
知

武
智
産
業
課
長

　農
産
物
加

工
・
販
売
に
取
り
組
む
者
へ

の
支
援
は
、
新
し
い
取
り
組

み
で
あ
り
、
広
報
な
ど
で
す

で
に
周
知
し
て
い
る
。

　5
年
度
は
す
で
に
2
件
の

申
請
が
あ
り
、
相
談
も
何
件

か
き
て
い
る
。

ま
ち
小
屋
整
備
事
業

ア
ン
ケ
ー
ト
は

森
下
議
員
　
ま
ち
小
屋
整
備

事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
実
施

す
る
の
か
。

や
っ
て
い
な
い

國
貞
企
画
課
長

　利
用
者
が

広
範
囲
に
わ
た
る
の
で
、
や

っ
て
い
な
い
。

　検
証
を
終
え
て

　本
町
議
会
は
、行
政

事
務
の
チ
ェ
ッ
ク
だ
け

で
な
く
、27
年
9
月
か

ら
他
町
村
に
先
駆
け
、

独
自
の
政
策
提
言
を
行

っ
て
き
た
。

　今
回
の
検
証
で
は
、

順
調
に
進
ん
で
い
る
事

業
も
あ
れ
ば
、計
画
通

り
に
進
ん
で
い
な
い
も

の
が
あ
る
の
で
、今
後

も
継
続
し
て
提
言
や
検

証
を
行
い
、地
方
創
生

事
業
の
成
果
を
上
げ
て

い
き
た
い
。

総合戦略の質疑応答

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
で
厳
し
く
な
っ
た
蛇
口

ミシマサイコのほ場

全
員
協
議
会
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箭野久美　議員箭野久美　議員箭野久美　議員 上岡千世子　議員上岡千世子　議員上岡千世子　議員

　
　
雪
害
や
風
水
害
が
起
き

た
と
き
、
罹
災
証
明
の
申
請

の
仕
方
や
期
限
の
情
報
を
年

一
回
ぐ
ら
い
は
出
し
た
ら
よ

い
と
思
う
が
、
町
と
し
て
の

考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

 

　被
害
を
受

け
た
場
合
、
町
へ
連
絡
す
れ

ば
職
員
が
現
地
調
査
を
す
る
。

　被
害
が
多
い
と
き
は
調
査

に
日
数
が
か
か
る
こ
と
も
あ

る
の
で
、
被
害
程
度
が
分
か

る
写
真
が
あ
る
ほ
う
が
よ
い
。

　申
請
期
限
は
3
カ
月
以
内

と
す
る
。

　今
年
は
町
広
報
11
月
号
に
、

来
年
度
か
ら
は
6
月
号
と
11

月
号
の
年
2
回
載
せ
る
予
定

で
あ
る
。

長
時
間
労
働
の
軽
減

　
　
6
月
議
会
で
の
小
中
学

校
の
長
時
間
労
働
を
軽
減
し

て
い
く
と
い
う
答
弁
に
基
づ

い
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
し

て
い
く
か
。

　文
科
省
の
提
言
を
基
に

　
　
　
　
　
　
　8
月
30
日

に
文
科
省
の
概
算
要
求
が
出

た
ば
か
り
で
、
新
た
な
も
の

は
な
い
。

　概
算
要
求
の
中
に
は
、
新

し
い
項
目
も
あ
る
の
で
国
の

動
向
を
見
極
め
た
い
。

　中
学
校
職
員
の
時
間
外
勤

務
の
多
く
は
、
部
活
動
で
あ

る
。
地
域
移
行
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
課
題
も
多
い
。

 
　
　
　
　
　

 

中
央
審
議
会

の
緊
急
提
言
が
ま
と
め
ら
れ

た
の
で
、
そ
の
動
向
を
注
視
し

な
が
ら
、
来
年
度
か
ら
具
体

策
な
ど
検
討
し
た
い
。

　
　
高
知
新
聞
で
保
険
証
を

廃
止
し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
一
本
化
す
る
政
府
方

針
へ
の
是
非
に
つ
い
て
尋
ね

て
い
た
。
本
町
は
そ
の
他
に

入
っ
て
い
た
が
、
そ
の
理
由

は
何
か
。
　

　
　
　
　
　
　

 

そ
の
他
の
理
由

は
、「
国
民
の
信
頼
回
復
と
不

安
解
消
を
き
ち
ん
と
行
っ
た

上
で
切
り
替
え
る
べ
き
と
考

え
る
。」
と
回
答
し
た
。

　
　
６
年
４
月
か
ら
認
定
こ

ど
も
園
お
ち
の
子
が
始
動
す

る
こ
と
で
、
幼
稚
園
と
し
て

の
役
割
は
終
了
す
る
が
建
物

と
し
て
の
園
舎
は
残
る
。

　
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち
の

居
場
所
に
も
活
用
で
き
る
の

で
は
と
考
え
る
が
、
今
後
の

計
画
は
。

　
　
　
　
　
　
　休
止
中
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
行

え
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。

　ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
の

園
児
が
園
庭
へ
遊
び
に
行
く

こ
と
も
考
え
て
い
る
。

　災
害
時
の
指
定
緊
急
避
難

場
所
は
今
後
も
継
続
し
、
災

害
時
の
物
資
も
引
き
続
き
園

舎
に
保
管
し
て
い
く
。

　
　
町
内
の
防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　教
育
委
員

会
の
管
轄
で
子
ど
も
見
守
り

カ
メ
ラ
を
６
台
設
置
し
て
い

る
。
役
場
本
庁
舎
に
３
台
、

中
学
校
に
２
台
、
幼
稚
園
に

１
台
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

 

国
道
沿
い

に
見
守
り
カ
メ
ラ
と
し
て
高

吾
北
地
区
地
域
安
全
協
会
が

２
カ
所
設
置
し
て
い
る
。

　ま
た
、
町
は
施
設
の
防
犯

の
た
め
に
、
役
場
本
庁
舎
に

３
台
、
町
民
会
館
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
小
学
校
、
横
畠
集

落
活
動
セ
ン
タ
ー
の
コ
イ
ン

ラ
ン
ド
リ
ー
に
そ
れ
ぞ
れ
１

台
ず
つ
設
置
し
て
い
る
。

今
後
の
計
画
は

　
　
監
視
社
会
を
望
む
も
の

で
は
な
い
が
、
公
園
な
ど
不

特
定
な
人
々
が
出
入
り
す
る

場
所
に
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る

こ
と
は
、
児
童
生
徒
の
見
守

り
や
、
犯
罪
の
抑
止
力
に
つ

な
が
る
の
で
は
と
考
え
る
。

今
後
、
カ
メ
ラ
の
設
置
計
画

は
あ
る
の
か
。

計
画
は
な
い

　
　
　
　
　
　

 
 

不
法
投
棄

や
河
川
の
水
位
を
監
視
す
る

な
ど
の
カ
メ
ラ
の
設
置
は
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
常
に
撮
影
さ
れ
た
く

な
い
人
へ
の
配
慮
も
必
要
で

あ
り
、
不
特
定
多
数
の
防
犯

カ
メ
ラ
の
設
置
は
現
在
の
と

こ
ろ
計
画
は
な
い
。

罹災証明

申請の仕方と期限は
　 申請期限は3カ月以内　税務課長

マイナンバーカード

政府方針への考えは
　 信頼回復と不安解消が先　町長

幼
稚
園
舎

今
後
の
活
用
計
画
は

　
　
　
　子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　教
育
次
長

防犯対策

　防犯カメラの設置状況は
　  　子ども見守りカメラは６台　教育次長

教
育
問
題

問

問

金
堂
税
務
課
長

大
原
教
育
次
長

大
原
教
育
次
長

大
原
教
育
次
長

織
田
教
育
長

小
田
町
長

井
上
総
務
課
長

井
上
総
務
課
長

問

問

問

問

地域を見守る防犯カメラ

見はらしの良い園庭が広がる

雪の重みで樋に被害が

交付率70.06％（９月末）に
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　高
齢
化
に
伴
い
骨
粗
し

ょ
う
症
の
発
症
確
率
が
高
く

な
っ
て
い
る
。

　日
常
生
活
で
食
事
や
健
康

に
気
を
付
け
、
意
識
を
高
め

る
た
め
に
も
、
総
合
健
診
に

骨
密
度
測
定
を
導
入
す
べ
き

と
思
う
が
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

骨
密

度
測
定
は
、
11
月
に
実
施
す

る
乳
が
ん
検
診
、
マ
ン
モ
グ

ラ
フ
ィ
の
と
き
に
簡
易
測
定

を
す
る
予
定
で
あ
る
。

　総
合
健
診
で
の
骨
密
度
測

定
の
実
施
は
、
設
置
場
所
、

ス
タ
ッ
フ
の
配
置
な
ど
を
勘

案
す
る
と
難
し
く
検
討
は
し

て
い
な
い
。

早
急
に
整
備
を

　
　町
民
総
合
運
動
場
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
横
と
武
道
館
南
側

の
ト
イ
レ
を
洋
式
に
替
え
て

ほ
し
い
と
の
声
が
あ
る
。

　ま
た
、
武
道
館
南
側
ト
イ

レ
は
、
天
井
な
ど
が
剥
が
れ

落
ち
、
扉
も
内
開
き
で
利
用

し
に
く
い
の
で
、
早
急
に
整

備
し
て
は
。

来
年
度
整
備
予
定

　
　
　
　
　
　
　体
育
館
も

含
め
、
総
合
運
動
場
全
体
を

来
年
度
当
初
予
算
で
洋
式
に

替
え
る
よ
う
に
準
備
し
て
い

る
。
ま
た
、
天
井
や
扉
の
内

開
き
に
つ
い
て
も
整
備
し
て

い
く
。

マ
ナ
ー
違
反

　
　清
潔
に
使
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、
ト
イ
レ
の
扉
に
お

願
い
文
の
張
り
紙
が
張
ら
れ

て
い
る
。

　ま
た
、
観
光
地
の
ト
イ
レ

も
一
般
ご
み
を
捨
て
る
マ
ナ

ー
違
反
が
多
い
。

　提
案
だ
が
、
お
願
い
文
の

板
を
作
り
扉
の
内
外
に
張
り

付
け
し
て
固
定
し
て
は
。

　
　
　
　
　
　
　

 

越
知
町
観

光
協
会
が
ご
み
の
持
ち
帰
り

を
促
し
、
不
法
投
棄
が
続
く

場
合
は
、
通
報
す
る
旨
の
張

り
紙
を
し
て
い
る
。
こ
の
張

り
紙
は
ラ
ミ
ネ
ー
ト
加
工
を

し
て
、
剝
が
れ
な
い
よ
う
に

貼
り
付
け
を
し
て
い
る
。

　

新
た
な
項
目
の
追
加
を

　
　小
児
が
ん
網
膜
芽
細
胞

腫
は
、
症
例
は
少
な
い
が
病

状
が
進
め
ば
命
に
及
ぶ
危
険

性
も
あ
る
病
気
で
あ
る
。

　早
期
発
見
の
カ
ギ
と
な
る

症
状
は
、
瞳
が
白
く
見
え
る

白
色
瞳
孔
で
あ
り
、
そ
の
有

無
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
項
目
を

乳
幼
児
健
診
に
追
加
す
べ
き

と
思
う
が
考
え
は
。

 

特
定
の
疾
患
に
こ
だ
わ

ら
ず
に
健
診
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　

     

3
歳

児
健
診
時
に
視
覚
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
検
査
を
行
っ
て
お
り
、

斜
視
、
弱
視
と
い
っ
た
幼
児

期
に
お
け
る
目
の
代
表
的
な

疾
患
に
対
す
る
対
応
を
行
っ

て
い
る
。

　特
定
の
疾
患
に
こ
だ
わ
る

の
で
は
な
く
、
異
常
や
不
安

が
あ
れ
ば
ど
の
よ
う
な
疾
患

の
可
能
性
が
あ
る
か
を
保
護

者
に
説
明
し
、
専
門
医
へ
の

受
診
を
す
す
め
る
こ
と
は
、

現
状
で
も
で
き
て
い
る
。

20　
年
後
の
出
生
者
は

 

　
　2
0
0
0
年
度
と
2
0

2
0
年
度
の
出
生
者
数
と
婚

姻
数
は
。

　ま
た
、
5
・
10
・
20
年
後

の
出
生
者
数
の
予
測
は
。

   12
人
と
予
測

　
　
　
　
　
　
　出
生
者
数

は
2
0
0
0
年
度
が
44
人
で
、

2
0
2
0
年
度
が
20
人
で
、
婚

姻
数
は
、
同
46
組
と
10
組
だ
。

　今
後
の
出
生
者
数
は
、

2
0
2
5
年
20
人
、
2
0
3
0

年
17
人
、
2
0
4
0
年
12
人

と
予
測
し
て
い
る
。

若
者
の
定
着
状
況
は

　
　2
0
1
3
年
か
ら
2
0

2
2
年
ま
で
10
年
間
の
就
職

期
の
若
者
の
定
着
数
は
。

　10年
で
114
人
減

　
　
　
　
　

 

　

 

2
0
1
3

年
3
月
末
の
15
歳
か
ら
19
歳

ま
で
の
合
計
が
2
3
7
人
に
対

し
、
10
年
後
の
25
歳
か
ら
29
歳

ま
で
が
1
2
3
人
で
、
1
1
4

人
の
減
少
と
な
っ
て
い
る
。

規
範
と
な
る
条
例
を

　
　本
町
の
少
子
化
問
題
解

決
に
は
、
長
期
的
、
継
続
的

に
果
敢
に
取
り
組
ま
な
い
と

効
果
が
出
な
い
。

　取
り
組
み
の
継
続
性
を
担

保
す
る
た
め
に
、規
範
と
な
る

条
例
が
必
要
で
は
な
い
か
。

創
生
総
合
戦
略
で
推
進

　　
　
　

  

　

  

本
町
は
、ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦

略
の
中
に
、出
会
い
、結
婚
、妊

娠
、出
産
、子
育
て
、教
育
、産

業
、雇
用
、移
住
定
住
な
ど
、町

の
施
策
を
全
て
盛
り
込
み
、

最
も
重
要
な
計
画
と
捉
え
て

事
業
を
推
進
し
て
い
る
。

　条
例
制
定
が
住
民
や
職
員

へ
の
意
識
づ
け
と
な
る
の
か

と
い
う
点
も
考
慮
す
る
必
要

が
あ
る
。

利
用
件
数
は

　
　お
試
し
住
宅
の
こ
れ
ま

で
の
利
用
件
数
は
。

10
区
72
件
、
浅
尾
19
件

　
　
　
　
　
　

 

　10
区
は
、

合
計
72
件
で
1
2
3
人
、
浅

尾
は
、
合
計
19
件
で
32
人
が

利
用
し
て
い
る
。

移
住
実
績
は

　
　1
5
5
人
の
利
用
者
の

中
で
、
実
際
に
移
住
に
つ
な

が
っ
た
の
は
何
件
あ
る
か
。

8
件
で
14
人
が
移
住

　
　
　
　
　
　

 

　こ
れ
ま
で

に
移
住
に
つ
な
が
っ
た
利
用

者
は
8
件
で
14
人
だ
。

拡
充
す
る
考
え
は

　
　

　
　お
試
し
住
宅
を
拡
充
で

き
れ
ば
、
空
き
家
の
活
用
、

移
住
確
率
が
向
上
し
、
移
住

に
つ
な
が
れ
ば
地
域
の
担
い

手
に
な
る
可
能
性
が
あ
る
の

で
は
。

中
間
管
理
住
宅
を
検
討

　
　
　
　
　お
試
し
住
宅
を

増
や
す
よ
り
実
際
に
移
住
さ

れ
る
人
の
た
め
に
、
中
間
管

理
住
宅
を
設
置
す
る
ほ
う
が

有
効
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
。

総合健診

骨密度測定導入の考えは
　 乳がん検診のときに実施予定　保健福祉課長

どうなる少子化

条例制定が必要では
　 まち・ひと・しごと創生総合戦略で対応　町長

ト
イ
レ
整
備

乳
幼
児
健
診

お
試
し
住
宅
拡
充

小
田
町
長

小
田
町
長

問

問

問

小
松
住
民
課
長

國
貞
企
画
課
長

小
松
住
民
課
長

大
原
教
育
次
長

國
貞
企
画
課
長

國
貞
企
画
課
長

西
森
保
健
福
祉
課
長

西
森
保
健
福
祉
課
長

問問

問

問

問

問

問

清潔なトイレが気持ちいい

早期発見につながる総合健診

武智龍　議員武智龍　議員武智龍　議員

10区お試し住宅

浅尾お試し住宅



議長から町長へ「豪雪対応についての提言書」を直接手渡した

政
策
提
言
ま
で
の
流
れ

１
回
目
・
１
月
10
日

　全
員
協
議
会
「
自
然
災
害

時
の
議
会
と
執
行
部
の
役

割
」
協
議

　
２
回
目
・
２
月
７
日

　総
務
教
育
常
任
委
員
会
で
、

山
間
地
の
孤
立
・
被
害
な
ど

に
つ
い
て
の
現
地
調
査
及
び

個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
査
を
実

施
　
３
回
目
・
２
月
10
日

　全
員
協
議
会

　対
応
協
議

　
４
回
目
・
３
月
10
日

　全
員
協
議
会
「
大
雪
の
対

応
に
つ
い
て
」
町
執
行
部
か

ら
報
告
、
総
務
教
育
常
任
委

員
会
か
ら
調
査
報
告

　
５
回
目
・
５
月
19
日

　全
員
協
議
会
で
政
策
提
言

書
に
よ
る
執
行
部
へ
の
提
出

を
決
定

　
６
回
目
・
７
月
25
日

　全
員
協
議
会「
豪
雪
対
応
に

つ
い
て
の
提
言
書
」作
成

提
言
書
提
出

　
４
年
12
月
の
未
曾
有
の
豪
雪
に
よ
っ
て
、
想
定
外
の
雪
害
が

多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
活
動
体
制
の
確
立
、
情
報
収
集
・
連
絡
・
通
信
の
確
保
、
道

路
な
ど
の
復
旧
活
動
、
救
助
・
救
命
関
係
機
関
と
の
協
力
体
制
、

災
害
広
報
な
ど
で
多
く
の
問
題
点
が
出
て
き
ま
し
た
。

　
議
会
は
、
被
害
の
大
き
か
っ
た
山
間
地
に
訪
問
し
、
地
域
の

方
々
か
ら
状
況
や
困
っ
た
点
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
協
議
を
行
い
、
「
豪
雪
対
応
に
つ
い
て

の
提
言
書
」
を
９
月
定
例
会
終
了
後
に
町
長
以
下
幹
部
職
員
に

提
言
し
ま
し
た
。

　豪
雪
対
応
の
政
策
提
言

⑴
令
和
５
年
３
月
10
日
全
員
協
議
会
で
説
明
の
あ
っ
た

「
大
雪
の
対
応
に
つ
い
て
」
で
の
反
省
点
を
生
か
し
た

雪
害
対
応
の
実
施

⑵
越
知
町
地
域
防
災
計
画
へ
の
雪
害
の
追
加

⑶
避
難
場
所
対
策
と
し
て
、
お
試
し
住
宅
な
ど
の
活
用

髙
橋
議
長

　
本
提
言
内
容
を
吟
味
し
、
今
後
の
対
応
や
越
知
町
地
域
防
災

計
画
の
見
直
し
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
よ
う

提
言
す
る
。

小
田
町
長

　議
会
か
ら
の
提
言
に
基
づ
き
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

20おち町議会だよりNo.14621 おち町議会だよりNo.146

一
般
質
問

一
般
質
問

豪雪対応についての
提言書を提出

提
言
書
を
提
出 小田壮一　議員小田壮一　議員小田壮一　議員

　
　
町
道
維
持
管
理
の
体
制

と
内
容
は
。

　
　
　
　
　
　
　シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
へ
の
委
託
と
、

町
の
作
業
班
お
よ
び
建
設
課

職
員
で
あ
る
。
一
定
規
模
以

上
や
緊
急
を
要
す
る
場
合
は
、

建
設
業
者
で
の
対
応
と
し
て

い
る
。

支
障
木
の
切
除
を
す
べ

き
で
は

　
　
薬
師
堂
か
ら
袖
野
ま
で

の
間
は
特
に
支
障
木
が
多

く
、
安
全
に
通
行
す
る
た
め

の
障
害
に
な
っ
て
い
る
。
改

正
民
法
２
３
３
条
に
基
づ

き
、
支
障
木
の
切
除
を
す
べ

き
で
は
。
　

　慎
重
か
つ
迅
速
に
進
め
る

　
　
　
　
　
　
　改
正
民
法

に
お
い
て
も
原
則
、
所
有
者

の
確
認
と
承
諾
が
必
要
で
あ

り
、
区
長
や
地
元
の
世
話
役

に
協
力
を
得
な
が
ら
、
慎
重

か
つ
迅
速
に
進
め
て
い
く
。

対
策
が
必
要
で
は

　
　
横
倉
山
に
は
、
希
少
植

物
が
自
生
し
て
お
り
、
持
ち

去
ら
れ
な
い
よ
う
な
対
策
が

必
要
で
は
。

　看
板
、
防
護
柵
を

設
置

　
　
　
　
　
　
　看
板
を
駐

車
場
に
設
置
し
た
。

　観
光
協
会
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ツ
ア
ー
の
際
は
、
ガ
イ
ド

が
パ
ト
ロ
ー
ル
中
の
腕
章
を

つ
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　希
少
植
物
の
踏
み
荒
ら
し

を
減
ら
す
た
め
に
防
護
柵
の

設
置
を
行
う
。

　
　
衰
退
す
る
商
店
街
を
盛

り
上
げ
よ
う
と
す
る
店
が
あ

り
、
商
店
街
の
東
西
に
案
内

看
板
の
設
置
や
、
駐
車
場
が

欲
し
い
と
の
声
が
あ
る
。
検

討
す
べ
き
で
は
。

 

商
工
会
と
協
議
し
た
い

　
　
　
　
　
　
　

 

交
流
人
口

は
増
加
し
て
お
り
、
商
店
街
へ

の
誘
導
は
非
常
に
重
要
だ
と

思
う
。

　商
工
会
も
商
店
街
へ
の
案

内
看
板
は
必
要
と
の
認
識
で

あ
り
、
設
置
に
向
け
て
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
。

　駐
車
場
は
、
各
商
店
や
事

業
所
な
ど
が
所
有
す
る
駐
車

場
を
、
提
携
利
用
で
き
る
よ

う
な
仕
組
み
づ
く
り
も
検
討

の
余
地
が
あ
る
と
思
う
の
で
、

協
議
を
し
て
い
き
た
い
。

登
録
博
物
館
に
申
請
す

べ
き
で
は

　
　
博
物
館
法
が
改
正
さ
れ

た
の
を
機
会
に
、
横
倉
山
自

然
の
森
博
物
館
を
登
録
博
物

館
に
申
請
す
べ
き
で
は
。
　

　考
え
は
な
い

　
　
　
　
　
　
　

 

今
回
の
法

改
正
で
は
、
博
物
館
の
現
状

に
は
何
ら
影
響
は
な
く
、
２

年
前
に
協
議
し
た
と
き
と
状

況
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
、

申
請
す
る
考
え
は
な
い
。

町道維持管理

町道維持管理体制は
　 シルバー人材センターに委託　建設課長

そ
の
他

横
倉
山
希
少
植
物

問

問

問

岡
田
建
設
課
長

國
貞
企
画
課
長

武
智
産
業
課
長

大
原
教
育
次
長

岡
田
建
設
課
長

問問

町道本村薬師堂線

商店街

看板、駐車場を

民法（茶字で示した部分が改正箇所）
（竹木の枝の切除及び根の切取り）
第二百三十三条　土地の所有者は、隣地の竹木
の枝が境界線を越えるときは、その竹木の所
有者に、その枝を切除させることができる。
２　前項の場合において、竹木が数人の共有に
属するときは、各共有者は、その枝を切り取る
ことができる。
３　第一項の場合において、次に掲げるときは、
土地の所有者は、その枝を切り取ることがで
きる。
⑴竹木の所有者に枝を切除するよう催告したに
もかかわらず、竹木の所有者が相当の期間内
に切除しないとき。
⑵竹木の所有者を知ることができず、又はその
所在を知ることができないとき。
⑶急迫の事情があるとき。
４　隣地の竹木の根が境界線を越えるときは、
その根を切り取ることができる。
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住
民
懇
談
会
を
開
催

広
域
議
会

４年ぶりに住民懇談会を開催
４年12月豪雪対応報告・住民懇談会

意
見

意
見

　今
回
が
14
回
目
と
な
る
住

民
懇
談
会
を
、
９
月
15
日
に

越
知
町
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー

で
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
住

民
８
人
（
男
４
、
女
４
）
と

全
議
員
に
よ
る
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　ま
ず
、
４
年
12
月
23
日
か

ら
24
日
に
か
け
て
発
生
し
た

大
雪
に
よ
る
、
町
と
議
会
の

対
応
な
ど
に
つ
い
て
報
告
し
、

懇
談
会
で
は
本
町
の
重
要
課

題
の
中
か
ら
「
少
子
高
齢
化

問
題
」
と
「
空
き
家
問
題
」

の
２
つ
を
テ
ー
マ
に
取
り
あ

げ
、
住
民
の
皆
さ
ん
が
日
頃

思
っ
て
い
る
こ
と
や
感
じ
て

い
る
こ
と
、
そ
の
他
の
課
題

に
つ
い
て
も
貴
重
な
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

少
子
高
齢
化
問
題

人
口
４
９
９
８
人

・
町
の
人
口
が
５
千
人
を
き

り
、
シ
ョ
ッ
ク
を
う
け
た
。

・
国
道
33
号
と
県
道
18
号
の

整
備
を
早
く
し
て
ほ
し
い
。

・
あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
を
増
や
し
て
ほ
し
い
。

・
市
街
地
の
人
が
利
用
で
き

る
施
設
を
何
カ
所
か
作
っ

て
ほ
し
い
。

町
づ
く
り

・
高
齢
者
に
優
し
い
町
づ
く

り
を
。

空
き
家
問
題

貸
し
家

・
家
と
農
地
を
セ
ッ
ト
で
貸

し
出
す
と
こ
ろ
が
あ
る
。

農
機
具
も
付
い
て
い
る
。

調
査
を
し
て
は
ど
う
か
。

・
移
住
者
を
増
や
す
た
め
に

中
間
管
理
住
宅
制
度
を
活

用
し
て
は
ど
う
か
。

持
ち
家

　・　
家
を
取
り
壊
し
た
い
が
難

し
い
。壊
し
た
ら
固
定
資
産

税
が
上
が
る
と
い
う
の
も

お
か
し
い
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
他

・
役
場
の
体
制
づ
く
り
の
強

化
が
必
要
じ
ゃ
な
い
か
。

懇
談
会
を
終
え
て

　
住
民
の
方
々
か
ら
出
さ

れ
た
問
題
点
や
ご
意
見
な

ど
は
、
ど
の
よ
う
に
取
り

組
み
、
行
政
に
伝
え
る
か

を
議
員
協
議
会
で
話
し

合
っ
て
い
き
ま
す
。

２つのテーマに分けての懇談会

あったかふれあいセンターは女川に引っ越しをしています

　
第
３
回
定
例
会
が
８
月
30

日
に
開
か
れ
、
４
年
度
各
会

計
決
算
認
定
と
５
年
度
一
般

会
計
補
正
予
算
な
ど
３
件
を

全
員
賛
成
で
認
定
・
可
決
し

ま
し
た
。

 

組
合
長
報
告

公
金
紛
失
事
案

　現
在
の
と
こ
ろ
捜
査
に
進

展
は
な
い
が
、
清
掃
セ
ン
タ

ー
に
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

金
庫
を
投
入
式
金
庫
に
交
換

し
た
。
複
数
の
職
員
で
金
庫

に
投
入
さ
れ
た
こ
と
を
確
認

す
る
、
金
庫
の
カ
ギ
の
管
理

は
所
長
が
行
う
、
な
ど
再
発

防
止
に
努
め
て
い
る
。

高
吾
北
消
防

　今
夏
、熱
中
症
に
よ
る
救
急

搬
送
が
増
加
し
て
い
る
。熱
中

症
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
と
症
状

が
似
て
お
り
、受
け
入
れ
先
の

病
院
が
決
ま
ら
ず
、複
数
回
受

け
入
れ
要
請
を
行
う
こ
と
が

多
く
な
り
、救
急
搬
送
に
要
す

る
時
間
が
増
加
し
て
い
る
。

給
食
提
供
方
式

　も
み
じ
荘
・
あ
が
わ
荘
・

湖
水
園
の
給
食
提
供
方
式
に

つ
い
て
は
、
契
約
を
変
更
し
、

９
月
４
日
か
ら
ク
ッ
ク
チ
ル

方
式
で
の
給
食
提
供
と
な
る
。

利
用
者
の
楽
し
み
で
あ
る
食

事
の
質
が
低
下
し
な
い
よ
う

に
、
利
用
者
の
声
を
聞
き
な

が
ら
、
委
託
業
者
と
も
協
議

し
対
応
し
て
い
く
考
え
で
あ

る
。
ま
た
、
来
年
度
以
降
の

給
食
提
供
方
式
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
検
討
す
る
。

も
み
じ
荘・あ
が
わ
荘

の
統
合
検
討

　８
月
７
日
の
組
合
全
員
協

議
会
で
協
議
検
討
し
た
も
み

じ
荘
・
あ
が
わ
荘
の
統
合
に

つ
い
て
は
、
９
月
５
日
に
行

わ
れ
る
仁
淀
川
町
の
全
員
協

議
会
に
お
い
て
報
告
す
る
予

定
で
あ
る
。

職
員
採
用
試
験

　職
員
採
用
試
験
の
応
募
状

況
は
、
行
政
職
１
人
の
募
集

に
対
し
６
人
の
応
募
、
介
護

職
等
３
人
の
募
集
に
対
し
２

人
の
応
募
と
、
近
年
介
護
職

へ
の
応
募
が
少
な
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。

　構
成
３
町
か
ら
の
応
募
は

８
人
中
２
人
と
な
っ
て
い
る
。

特別養護老人ホーム　もみじ荘 特別養護老人ホーム　あがわ荘

広域議会

決
算
認
定
（
４
年
度
）

9億6709万円
11億4184万円
1億3624万円
3億6904万円

466万円

8億7726万円
11億1169万円
1億3260万円
1億6961万円

17万円

会計名 歳入 歳出
一般会計

特
別
会
計

特別養護老人ホーム
養護老人ホーム
障害者支援施設
ふるさと市町村圏

ク
ッ
ク
チ
ル
方
式

　
加
熱
調
理
後
90
分
以
内
に

中
心
温
度
３
℃
以
下
ま
で
急

速
冷
却
を
し
て
、
０
〜
３
℃

で
衛
生
的
に
保
管
し
て
お

き
、
食
事
を
提
供
す
る
タ
イ

ミ
ン
グ
で
再
加
熱
す
る
調
理

方
法
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議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
９
月
定
例
会
の
傍
聴
者
は
延
べ
９
人
で
し
た
。

次
の
定
例
会
は
12
月
８
日
開
会
の
予
定
で
す
。

　
大
勢
の
傍
聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

※
分
か
り
や
す
い
紙
面
に
と
心
が
け

て
い
ま
す
。
読
後
の
ご
感
想
、
ご
意
見

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
「
ら
ん
ま
ん
」
効
果
で
、
横
倉
山

ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ツ
ア
ー
参
加
者
や
自

然
の
森
博
物
館
来
館
者
が
増
え
、
賑

わ
い
ま
し
た
。

　
今
後
も
観
光
資
源
の
開
発
、磨
き
上

げ
で
来
町
者
が
さ
ら
に
増
え
る
よ
う

に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
も
久
し
ぶ
り
の
住
民
懇
談
会

を
開
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
頂
い

た
貴
重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
町
政

に
届
け
、
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
反
省
と
し
て
議
会
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
日
頃
か
ら

の
議
員
活
動
が
重
要
と
改
め
て
痛
感

し
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
議
会
だ
よ
り
を
よ

り
多
く
の
方
々
に
読
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
に
内
容
の
さ
ら
な
る
充
実
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

《
小
田（
壮
）》

136号から活発な女性を紹介しています。
今回は、新しく越知町に赴任された外国語指導助手（ＡＬＴ）の
Lafferty Alyse Marie （ラファティ アリース  マリー）さんにお伺いしました。

136号から活発な女性を紹介しています。
今回は、新しく越知町に赴任された外国語指導助手（ＡＬＴ）の
Lafferty Alyse Marie （ラファティ アリース  マリー）さんにお伺いしました。
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令和5年度一般会計補正予算3億6316万円
地域振興券事業　など
使い道を徹底検証（決算審議）
少子化対策・道路行政など５人が問う（一般質問）

令和5年度一般会計補正予算3億6316万円
地域振興券事業　など
使い道を徹底検証（決算審議）
少子化対策・道路行政など５人が問う（一般質問）

たのしい
  運動会　
  10/7（3

面参照）
たのしい
  運動会　
  10/7（3

面参照）
コスモス一輪…本物‼？
made by Alyse

コスモス一輪…本物‼？
made by Alyse

目の前でチョイチョイと
作ってもらいました。
目の前でチョイチョイと
作ってもらいました。

146146

　日本の文化を学ぶこと。
　ペーパークラフトで花を作ること。
　コスモスまつりがあるので、コスモ

スの花を作り始めました。

趣　味

　英語を教えたいと思っていま
した。
　言語、英語、文法が好きで大学院では
英語を教える資格を取得しました。

ALTになったのは

　とても美しい町です。
　ニューヨークとは大きく違う素敵な
景色を見たりして楽しんでいます。

越知の生活

　日本に来る前から文化の違い
やライフスタイルの切り替えの必要な
ど、ずっと考えていたので覚悟はでき

ていました。

遠い日本で働く


